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【
新
】
中
期
経
営
計
画 

２
０
１
５
年
に
日
本
郵
政
グ
ル
ー

プ
は
「
中
期
経
営
計
画(

２
０
１
５

～
２
０
１
７
年
度)

」
を
発
表
し
、

①
更

な
る
収

益

性

の
追

求

、
②

生
産
性
の
向
上
、
③
上
場
企
業

と
し
て
の
企
業
統
治
と
利
益
還

元
の
三
つ
の
柱
と
し
た
成
長
・
発

展
を
遂
げ
る
た
め
の
グ
ル
ー
プ
戦

略
を
策
定
し
て
き
ま
し
た
。 

 

新
年
度
が
始
ま
っ
た
後
に

発
表
の
意
味
は 

そ
し
て
日
本
郵
政
は
、
新
た
に

「
中
期
経
営
計
画
２
０
２
０
」
を
こ

の
５
月
１
５
日
に
発
表
し
て
き
ま

し
た
。
３
年
を
目
処
に
中
期
的
な

経
営
計
画
を
作
成
し
今
回
で
２

回
目
と
な
り
ま
す
。 

 

概
要
に
つ
い
て
は
抜
粋
し
報
告

し
ま
す
が
、
本
来
な
ら
ば
新
年
度

を
迎
え
る
前
に
発
表
す
べ
き
な
の

に
５
月
ま
で
ず
れ
込
ん
だ
こ
と
に
は

疑
問
を
感
じ
ま
す
。
す
で
に
各
支

社
が
２
０
１
８
年
度
の
計
画
を
発

表
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
で
す
。

国

会

で
の
「
働

き
方

改

革

」
の
動

向
を
睨
ん
で
の
発
表
だ
っ
た
の
で
し

ょ
う
か?

 

 
中
期
経
営
計
画
の
概
要 

 

中
計
を
読
ん
で
み
て
も
な
か
な

か
理
解
し
に
く
い
文
書(

私
の
頭
で

は)

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち

会
社
か
ら
説
明
さ
れ
る
も
の
と
期

待
し
て
「
郵
便
・
物
流
事
業
」
を

中
心
に
抜
粋
し
て
報
告
を
し
ま

す
。 

◆
中
期
的
な
グ
ル
ー
プ
基
本
方

針 

 

新
中
計
は
、
「
お
客
さ
ま
の
生

活
を
ト
ー
タ
ル
に
サ
ポ
ー
ト
す

る
事
業
の
展
開
」
・
「
安
定
的
な

グ
ル
ー
プ
利
益
の
確
保
」
・
「
社

員
の
力
を
最
大
限
に
発
揮
す
る

た
め
の
環
境
整
備
」
・
「
将
来
に

わ
た
る
成
長
に
向
け
た
新
た
な

事
業
展
開
」
の
４
点
を
基
本
方

針
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

郵

便

・
物

流

事

業

に
つ
い
て

日本郵政は 5月 15日に 

「中期経営計画 2020」を発表 

安
倍
は
や
め
ろ!!

 

働
き
方
改
革
関
連
法
案
を
廃
案
へ!

!
 

「
働
き
方
改
革
関
連
法
案
」
が
大
詰
め
を
む
か
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

何
回
も
書
い
て
き
た
よ
う
に
、
こ
の
法
案
に
あ
る
「
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
制
度
」
は
、
残
業
代
ゼ
ロ
法
案
と
い
わ
れ
る
よ
う
、
今
ま
で
以
上

に
過
労
死
の
増
加
が
容
易
に
想
像
で
き
る
も
の
で
す
。
ま
だ
あ
き
ら
め
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
反
対
世
論
を
高
め
こ
の
悪
法
を
廃
案
に
追
い
込
も
う
！ 
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は
、
３
年
間
の
主
要
な
取
組
と
し

て
、 

〇
商
品
や
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
体
系
の

一
体
的
見
直
し
に
よ
る
荷
物
分

野
へ
の
経
営
資
源
シ
フ
ト
、 

〇
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
を
踏

ま
え
た
サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
・
高
付

加
価
値
、 

〇
荷
物
拡
大
に
対
応
し
た
サ
ー
ビ

ス
基
盤
の
強
化
、 

〇A
I
,

自
動
運
転
等
のI

o
T

や
新

技

術

の
積

極

的

な
活

用

に
よ
る

利
便
性
・
生
産
性
の
向
上 

と
な

っ
て
い
ま
す
。 

 

具
体
的
な
こ
と
は
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
荷
物
の
拡
大
に
と
も

な
い
郵
便
か
ら
ゆ
う
パ
ッ
ク
等

の
荷
物
へ
と
大
き
く
シ
フ
ト
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
見
直
し
、
新

技
術
の
開
発
に
よ
り
将
来
的
に

は
ド
ロ
ー
ン
や
自
動
運
転
技
術

で
の
荷
物
の
配
達
を
目
指
し
て

い
る
よ
う
で
す
。
他
国
で
も
ド

ロ
ー
ン
で
の
配
達
を
試
み
て
い

る
よ
う
で
す
が
、
国
内
事
情
が

大
き
く
変
わ
る
日
本
は
困
難
で

は
と
思
い
ま
す
が
。 

 

郵
便
分
野
か
ら
荷
物
分
野

へ
経
営
資
源
を
シ
フ
ト 

郵
便
物
の
推
移
と
し
て
１
７
２
億

通
か
ら
２
０
２
０
年
度
に
は
、
１
５

４
億
通
と
減
少
予
測
を
し
て
、
ゆ

う
パ
ッ
ク
は
、
８.

８
億

通

か
ら
１

０.

５
億
通
へ
と
増
加
予
測
を
し
て

い
ま
す
。
輸
送
方
法
を
大
き
く
見

直
し
効
率
化
・
輸
送
能
力
の
強
化

を
す
る
と
な
っ
て
い
ま
す
が
具
体

的
な
輸
送
方
法
に
つ
い
て
は
今
後

の
問
題
と
な
る
で
し
ょ
う
。 

 
 

 

不
動
産
事
業
の
展
開 

 

な
お
、
日
本
郵
政
は
、
不
動
産

事
業
へ
と
本
格
的
に
着
手
し
新
た

な
事
業
を
試
み
る
よ
う
で
す
。 

 

日
本
郵
政
不
動
産
の
設
立
に
よ

り
グ
ル
ー
プ
保
有
資
産
の
開
発
を

よ
り
効
果
的
に
行
う
と
と
も
に
、

共
同
事
業
参
画
、
収
益
物
件
取

得
な
ど
に
よ
り
新
た
な
収
益
源
を

開
拓
。 

 

数
千
億
円
程
度
の
投
資 

 

幅

広

い
分

野

で
資

本

提

携

・

M
&

A

を
検
討
し
、
２
０
２
０
年
度

ま
で
の
３
年
間
で
数
千
億
円
規
模

の
投
資

も
視

野

に
入

れ
利
益

貢

献
を
目
指
す
。 

 

国
際
物
流
事
業
強
化 

 

海
外
のB

t
o

B

中
心
に
事
業
展

開
す
る
ト
ー
ル
と
国
内
に
顧
客
基

盤
を
有
す
る
日
本
郵
便
の
シ
ナ
ジ

ー
を
強
化
し
、
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ク
ス
を
中

心

に
国

内

の

B
t
o

B

を
拡
大
。 

「
不
動
事
業
」
、
「
投
資
」
、
「
国
際

物
流
」
と
本
来
業
務
か
ら
大
き
く

か
け
離
れ
た
事
業
に
着
手
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
新
た
な
事
業

に
参
画
し
収
益
源
を
確
保
す
る

と
し
て
い
ま
す
が
、
過
去
、
宅
配

事
業
の
失
敗
等
を
含
め
そ
の
都

度
、
私
た
ち
に
負
担
を
強
要
し

て
き
た
経

過

が
あ
り
ま
す
。
知

識
も
ノ
ウ
ハ
ウ
も
乏
し
い
郵
政
に

不
安
を
抱
え
ま
す
。 

グ
ル
ー
プ
全
体 

更
な
る
生
産
性
向
上
と
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
発
揮
の
た
め
、
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進 

 

グ
ル
ー
プ
共
通
の
取
組
と
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
中
期
経
営
方
針
が

掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

「
働
き
改
革
の
推
進
、
グ
ル
ー
プ

人
材
育
成
、
グ
ル
ー
プ
一
体
感

醸
成
」
と
し
て 

 

同
一
労
働
同
一
賃
金
の
法
改

正
に
対
応
し
た
処
遇
の
確
立
。

期
待
役
割
を
果
た
す
人
材
の
育

成
。
グ
ル
ー
プ
会

社

間
の
人

事

交
流
の
推
進

。
グ
ル
ー
プ
合
同

研
修
。
チ
ー
ム

J
P

の
浸
透
。
等

気

に
な
る
文

言

が
並

び
ま
す
。

人
事
交
流
の
積
極
的
推
進
が
今

後
あ
る
の
だ
ろ
う
か?

 

   
 

 

 
 

 
 

    


